






























Features of the Mother-Daughter Relationship Supporting the Daughter’s Identity 
Formation: An Analysis of the English Novelist Agatha Christie
Mayumi Akagi　(University of Rikkyo)
　This paper focused on the intimate mother-daughter relationship that supports the daughtersʼ healthy 
development. The life of the English novelist Agatha Christie was examined as a case study of healthy identity 
formation based on an intimate relationship with the mother. Furthermore, this study blended quantitative and 
qualitative methods by analyzing Christie as a typical representative of the “Connected” group. The results 
indicated the following. (1) Christie developed “basic trust” because she felt loved by her mother, who was 
always supportive and encouraging of Christie. (2) Her mother always made her believe that she was able to 
do anything that she wanted, which improved her “basic trust” and helped her develop competence. (3) In her 
adolescence, Christie developed a sense of identity such that she could have a happy marriage. Her confidence 
was based on her intimate relationship with her mother, who was her role model.










































については，Erikson（1959  西平・中島訳  2011）




























































































































は失踪したのか』(Cade，1998  中村訳  1999）を
資料として用いた。また，『アガサ・クリスティー

































































































かった。規律のために規律を守らせる, そういうことがあるのをアガサが知ったのは, 後年, フランスの寄宿学
校へ行ってから
A, p.74










8 娘の成長をやさしい目で見守りながらも, 独自の超然たる生活をおくっていたが A, p.49
9 母は, 気まぐれで, 人目をひき, 霊能者のような直観力があるとされており A, p.28
10 母から何かをしたらと奨められたら, 誰でも実際にそれをすることになる。 C, p.49
11
教育にたいするクララの持論は, 宗教にたいする姿勢に劣らず変則的, かつ“進歩的”だった。マッジの場合




























注）引用文献は略号で表記。A: morgan(上巻),1984, B: morgan(下巻),1984, C:Gripenberg,1994, D: Cade,1998,




注）引用文献は略号で表記。A: morgan（上巻）,1984, B: morgan（下巻）,1984, C: Gripenberg,1994,





No+ 内容 引用元 
18 旅行先から, “わたしの愛する, かわいい, ちいちゃな娘”に, たびたび便りをよこしている。 A, p.59
19 当時の常識にしたがって, 子どもの面倒を見るのは養育係の「ナニー」(ばあや)だった。 C, p.21

































30 夜ごとふたりは本を朗読して過ごした。 A, p.84
31 話し相手として, 気晴らしの相手として, 母はおおいにクリスティーを頼りにしていたという。 A, p.84
32 母に対して責任を果たしえると考えていた。 D, p.269
























注）引用文献は略号で表記。A: morgan(上巻),1984, B: morgan(下巻),1984, C:Gripenberg,1994, D: Cade,1998,
E: Christie(上巻), 1997, F: Christie(下巻), 1997, G:  Christie,1962   
Table 2
列挙法による心理学的根拠資料の抜粋（母娘関係）
注）引用文献は略号で表記。A: morgan（上巻）,1984, B: morgan（下巻）,1984, C: Gripenberg,1994, 






































































































































































No 内容 引用元 
40
ある来客の前で演奏することを命じられて, ピアノの前にすわったとたん, “圧倒的な気おくれを感じて”, 悲
惨な失敗を演じ, 公衆の面前で演奏する気質がないと指摘されたことを認めてあきらめたという。
A, p.104
41 オペラを歌うには声に力強さが足りないようだと言った。 C, p.４７
42  マミーは私を声楽家になんかしたくなかったんでしょ？私がなりたいといえばさせてくださったのね G, p.218
43 「わたしは現実に立ちかえり, 希望的観測は捨てることにした。 A, p.105
44 インフルエンザの回復期で退屈していたクリスティーに, 母が小説を書いてみてはどうかと進めた。 A, p.106
45
クリスティーはまず, 短編小説をいくつか書き, 作品をさまざまな雑誌に送りつけたが, いずれもすぐさま返送
されてきた。
A, p.109













50 ここでアガサは自ら芝居を上演することに夢中になった。 A, p.100










54 カイロから帰国すると, アガサは1年に４, 5回も田舎でのハウス・パーティに招待されることになる。 A, p.97
55
彼はクリフォード家ではじめて会ったアガサに惹かれ。前もって約束していたパートナーがいるのに, 彼女を
強引に独り占めにして踊った。・・・アガサもまた, アーチーの魅力, 知性, そして性急な求愛に惹かれた
D, p.54











執筆は, もっとも重要な生活の一面ではなく, 本を書くのは, これまでずっとそうしてきたように, 他の仕事---
庭いじり, 料理, 外出, マックス（2番目の夫）の手伝い---のあいまに限られていた。
A, p.182
60 本を書くなどということは, ほんの些細な気晴らしにしかすぎなかった。 A, p.154
61




注）引用文献は略号で表記。A: morgan(上巻),1984, B: morgan(下巻),1984, C:Gripenberg,1994, D: Cade,1998,
E: Christie(上巻), 1997, F: Christie(下巻), 1997, G:  Christie,1962  
Table 3
列挙法による心理学的根拠 （青年期）
注）引用文献は略号で表記。A: morgan（上巻）,1984, B: morgan（下巻）,1984, C: Gripenberg,1994, 
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